
２
０
２
２
年
12
月
時
点
の
障
害

者
・
児
数
は
、
１
１
６
４
万
６

０
０
０
人
で
全
人
口
の
９
・
３
％
に
あ

た
る
。
５
年
前
の
調
査
に
比
べ
て
24
・

３
％
増
え
て
い
る
が
精
神
障
害
が
56
・

６
％
増
の
６
１
４
万
８
０
０
０
人
で
最

多
で
あ
る
。
幕
別
町
地
域
福
祉
計
画
に

も
同
じ
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
実
態
調

査
で
は
、
障
害
年
金
を
含
む
障
害
者
の

収
入
は
、
一
般
の
中
間
的
な
所
得
の
半

分
で
あ
る
１
２
７
万
円
を
下
回
る
人
の

割
合
が
、
78
・
６
％
で
貧
困
状
態
に
お

か
れ
て
い
る
。

⑴
障
害
児
の
通
所
施
設
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
の
利
用
料
は
所
得
制
限
に
よ
り
一
定

収
入
を
超
え
る
と
、
負
担
上
限
額
の
約

８
倍
に
な
る
。
所
得
要
件
の
撤
廃
を
国

に
求
め
て
い
く
考
え
は
。

⑵
障
害
者
手
帳
の
な
い
難
病
患
者
も
町

の
雇
用
対
象
者
に
し
て
い
く
考
え
は
。

⑶
合
理
的
配
慮
、
優
生
思
想
な
ど
の
啓

発
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
収
入
に
応
じ
負
担
の
上
限
を
定
め
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
現
行
の
線
引
き
は
、
過
度
の
負
担

を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
町
と
し
て
国
に
対
し
て
所

得
要
件
の
撤
廃
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

⑵
町
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ

き
、
「
幕
別
町
障
害
者
活
躍
推
進
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。
障
が
い
者
の
定
義

は
、
障
害
者
基
本
法
及
び
障
害
者
雇
用

促
進
法
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
心
身
の

機
能
の
障
害
を
含
む
」
と
さ
れ
、
厚
生

労
働
省
の
手
引
き
で
は
発
達
障
害
や
難

病
、
高
次
脳
機
能
障
害
等
も
該
当
す
る

と
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
障
害
者
雇

用
制
度
促
法
で
は
「
そ
の
他
の
心
身
の

機
能
の
障
害
」
に
つ
い
て
は
障
害
者
雇

用
率
の
算
入
対
象
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
の
制
度
改
正
は
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

本
町
の
障
が
い
者
雇
用
状
況
は
身
体
障

が
い
者
６
人
、
精
神
障
が
い
者
３
人
。

「
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
」
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。
今
後
も
障
が
い

者
が
そ
の
特
性
や
能
力
等
を
発
揮
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
、
制
度
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

⑶
町
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を
図

る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
広
報
紙
へ
の
情
報

掲
載
し
て
き
た
ほ
か
、
自
立
支
援
協
議

会
定
例
会
で
当
事
者
の
声
を
聴
き
、
講

演
会
等
を
毎
年
開
催
し
理
解
の
促
進
に

努
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
教
育
と
福
祉

が
連
携
し
た
障
が
い
者
理
解
促
進
事
業

と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
で
講
話
や

車
い
す
体
験
を
実
施
し
、
正
し
い
知
識

の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
役
場
庁
舎
内

に
「
ぴ
よ
す
く
」
、
札
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
内
に
「
カ
フ
ェ
・
ノ
ン
ノ
」

を
開
設
し
、
利
用
を
通
し
て
障
が
い
者

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
場
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
、
障
が
い
者
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
に
努
め
て
い
く
。

ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、

薬
物
依
存
は
気
づ
か
ず
に
依

存
症
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、

改
善
に
は
当
事
者
を
支
え
る
家
族
の
協

力
が
求
め
ら
れ
る
。

⑴
啓
発
活
動
の
状
況
は
。

⑵
当
事
者
を
支
え
る
家
族
会
へ
の
支
援

は
。

町　

長

町　

長  

⑴
依
存
症
対
策
は
、
十
勝
管
内
で
は
帯

広
保
健
所
が
中
心
と
な
り
普
及
啓
発
や

相
談
支
援
等
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

町
で
は
保
健
課
が
相
談
窓
口
を
担
う
ほ

か
、
公
共
施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
視
点
か
ら
の
健
康

教
室
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵
町
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
回
復
支

援
を
目
的
に
十
勝
東
断
酒
会
を
開
催

し
、
保
健
師
が
助
言
指
導
等
を
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
28
年
２
月
に
解
散
し
た
。

十
勝
管
内
に
は
保
健
所
や
医
療
機
関
の

ほ
か
、
依
存
症
か
ら
の
回
復
を
支
援
す

る
施
設
、
自
助
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
今

後
も
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
専
門
機
関

紹
介
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

必
要
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

答問
障
が
い
の
特
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、

制
度
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く

「
障
害
の
あ
る
人
」
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

■ 一 般 質 問 ■ 

⓯

問

2025.8 月号

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問

保
健
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
支
援
に
努
め
る

依
存
症
に
対
す
る
予
防
対
策
に

つ
い
て

問

区分 世帯の収入状況　
負担上限

月額

生活保護 生活保護世帯 ０円

低所得 市町村民税非課税世帯 ０円

一般１

市町村民税

課税世帯

（所得割 28

万円未満※）

通所施設、ホー

ムヘルプ利用

の場合

4,600 円

入所施設利用

の場合
9,300 円

一般２ 上記以外 37,200 円

【障害児通所等利用者負担上限月額】

※収入が概ね 920 万円以下の世帯が対象となる


